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問
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
人

と
の
つ
な
が
り
な
ど
田
舎

な
ら
で
は
の
価
値
を
ど
の
よ
う
に

保
存
し
、
観
光
資
源
と
し
て
活
用

し
て
い
く
の
か
。

答
観
光
資
源
は
各
地
区
へ
の

行
政
事
務
委
託
や
指
定
管

理
を
通
じ
て
自
然
や
文
化
の
保
全

に
取
り
組
み
、
文
化
的
保
存
に
つ

い
て
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
交

流
体
験
を
す
る
機
会
を
設
け
、
文

化
の
継
承
に
つ
な
げ
て
い
る
。

問答
七
ヶ
宿
町
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
を
観
光
資
源
に

地
域
資
源
の
魅
力
を
発
信
し
、次
世
代
に
つ
な
ぎ
た
い

問
町
の
歴
史
は
人
口
減
少
に
よ

り
語
り
継
ぐ
人
が
少
な
く

な
れ
ば
、
そ
の
価
値
が
失
わ
れ
る

懸
念
が
あ
る
。
先
月
の
議
会
だ
よ

り
で
紹
介
し
た
「
七
ヶ
宿
金
山
の

歴
史
」
の
よ

う
に
地
域
資

源
を
掘
り
下

げ
、
観
光
と

結
び
つ
け
る

必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い

か
。答

交
流
人
口
や
関
係
人
口
の

拡
大
は
、
行
政
や
一
部
の

観
光
事
業
者
だ
け
は
関
係
人
口
の

拡
大
を
図
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

町
民
全
体
で
来
訪
者
を
迎
え
る
事

に
よ
り
町
の
魅
力
が
一
段
と
高
ま

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に

は
、
文
化
財
保
護
委
員
会
な
ど
を

中
心
に
、
町
民
が
歴
史
や
文
化
を

学
ぶ
機
会
を
設
け
、
七
ヶ
宿
の
魅

力
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
、

地
域
の
魅
力
向
上
と
交
流
人
口
拡

大
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

問
「
水
と
歴
史
の
館
」
や
他

の
観
光
施
設
な
ど
の
来
訪

者
数
以
外
に
ど
の
よ
う
な
指
標
で

観
光
施
策
の
成
果
を
検
証
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
リ
ピ
ー
タ
ー
確
保

を
含
め
今
後
ど
の
よ
う
な
観
光
の

方
向
性
を
目
指
し
て
い
く
の
か
。

答
観
光
客
の
入
れ
込
み
数
以
外

に
つ
い
て
は
、
イ
ベ
ン
ト
参

加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
の

投
稿
数
を
検
証
し
て
い
る
。
今
後

は
七
ヶ
宿
ダ
ム
を
中
心
に
関
係
人

口
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
ほ
か
、
国
内
外
の

観
光
客
の
誘
客
促
進
す
る
た
め
観

光
看
板
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
多

言
語
対
応
の
整
備
に
努
め
て
い
く
。

問
長
年
町
政
に
携
わ
っ
て
こ

ら
れ
た
町
長
が
考
え
る

七
ヶ
宿
町
最
大
の
魅
力
と
は
何

か
。
ま
た
、
そ
の
魅
力
を
次
世
代

へ
ど
の
よ
う
に
残
す
べ
き
と
考
え

る
か
。

答
町
の
最
大
の
魅
力
は
、
町

民
の
温
か
く
穏
や
か
な
人

柄
と
豊
か
な
自
然
・
風
土
に
あ
る

と
考
え
ま
す
。
町
民
、
議
会
、
行

政
が
力
を
合
わ
せ
、
地
域
資
源
の

魅
力
を
発
信
し
な
が
ら
、
多
く
の

人
に
愛
さ

れ
る
七
ヶ

宿
町
を
次

世
代
へ
つ

な
い
で
い

く
こ
と
が

重
要
と
考

え
る
。

▲湯原の古民家より発見された
「七ヶ宿金山の絵図」

▲観光客の誘致につながる
七ヶ宿の大自然

【
自
己
チ
ェ
ッ
ク
】

　
今
回
の
質
問
で
は
、
自
然
・
歴

史
・
文
化
を
生
か
し
た
観
光
の
考

え
方
や
、水
と
歴
史
の
館
の
活
用
、

観
光
施
策
の
成
果
検
証
に
つ
い
て

確
認
し
た
。
し
か
し
答
弁
は
取
組

説
明
が
中
心
で
、
具
体
的
な
成
果

や
地
域
経
済
へ
の
効
果
、
リ
ピ
ー

タ
ー
増
加
と
の
関
係
は
十
分
見
え

な
か
っ
た
。
今
後
も
効
果
検
証
や

地
域
へ
の
波
及
効
果
を
注
視
し
、

七
ヶ
宿
ら
し
い
観
光
の
あ
り
方
を

引
き
続
き
考
え
て
い
き
た
い
。

髙
たか

橋
はし

  浩
ひろ

之
ゆき

  議員

【
自
己
チ
ェ
ッ
ク
】

　
県
内
一
の
ダ
ム
を
抱
え
、
１
８

３
万
人
の
水
が
め
と
し
て
七
ヶ
宿

の
自
然
環
境
は
み
ん
な
で
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
類
を
片
付
け

な
い
と
ま
た
そ
こ
に
捨
て
ら
れ
る
と

思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
質
問
を
し
た
。

　
不
法
投
棄
防
止
対
策
連
絡
協
議

会
の
今
後
の
取
り
組
み
を
注
視
し

た
い
。

答
現
場
付
近
に
昨
年
、
不
法

投
棄
防
止
の
た
め
の
看
板

を
設
置
し
た
。
監
視
カ
メ
ラ
の
必

要
性
や
、
他
の
防
止
策
に
つ
い
て

は
、
看
板
の
抑
止
効
果
を
踏
ま
え

て
判
断
し
た
い
。

問
現
場
は
回
収
困
難
な
場
所

で
あ
る
こ
と
は
理
解
し
ま

す
が
、
放
置
す
れ
ば
新
た
に
不
法

投
棄
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。
安
全

対
策
を
講
じ
た
う
え
で
回
収
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

答
七
ヶ
宿
町
廃
棄
物
不
法
投

棄
防
止
対
策
連
絡
協
議
会

は
警
察
署
、
森
林
管
理
署
、
土
木

事
務
所
、保
健
所
、ダ
ム
管
理
所
、

町
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
毎
年
十
一

月
に
不
法
投
棄
ゴ
ミ
回
収
を
行
っ

て
い
る
。
危
険
箇
所
回
収
の
判
断

は
、協
議
会
の
中
で
行
っ
て
い
る
。

作
業
員
が
危
険
と
判
断
さ
れ
た
際

に
は
回
収
は
困
難
で
あ
る
。

議
会
で
回
収
方
法
な
ど
検
討
す
る
。

問
以
前
に
も
こ
の
付
近
で
大

量
の
不
法
投
棄
が
あ
り
回

収
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
幹
線

道
路
か
ら
近
い
為
、
投
棄
し
や
す

い
場
所
と
考
え
ら
れ
る
。
監
視
カ

メ
ラ
設
置
な
ど
、
更
な
る
対
策
が

必
要
で
は
な
い
か
。

問
昨
年
、
不
法
投
棄
禁
止
看

板
を
設
置
し
た
エ
リ
ア
に
、

い
ま
だ
に
シ
ー
ト
や
ビ
ニ
ー
ル

類
・
肥
料
袋
な
ど
の
ご
み
が
散
乱

し
て
い
る
。
早
急
な
回
収
や
環
境

改
善
に
向
け
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
。

答
現
場
は
急
勾
配
の
崖
下
に
あ

り
、
作
業
時
の
安
全
確
保
の

観
点
か
ら
直
ち
に
回
収
す
る
の
は

困
難
で
あ
る
。
今
後
は
河
川
管
理

者
の
大
河
原
土
木
事
務
所
と
連
携

し
、
不
法
投
棄
防
止
対
策
連
絡
協

問答
水
源
の
町
と
し
て
不
法
投
棄
の
問
題
を
ど
う
考
え
る
か

町
や
他
の
組
織
機
関
と
共
に
不
法
投
棄
ご
み
問
題
に
取
り
組
む▲ゴミの不法投棄

▲崖下の不法投棄


